
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上)

１ 署 等 名 東信森林管理署

２ 事 業 の 種 類 請負事業（造林）

３ 災 害 発 生 日 時 等 平成２８年７月５日（火） １４時２０分頃発生

怪我の程度：顔面骨折 休業見込み：経過観察のため１週間程度の入院

４ 災 害 発 生 場 所 長野県佐久市 大曲国有林１０６る林小班

５ 契 約 相 手 方 南佐久北部森林組合 代表理事組合長 佐々木定男

６ 事 業 実 行 事 業 体 同上

７ 被 災 者 年 齢 等 年齢： ３５歳 性別：男 ２の事業の経験年数：２年目

雇用区分：常用 社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生、林退

８ 従 事 作 業 作業道支障木整理作業（保育間伐活用型）

９ 災 害 概 況 当日、被災者（チェンソーによる枝条整理）は同僚１名（グラップルによる枝条整理）と列状間伐の伐

倒に支障となる作業道支障木の整理作業に従事していた。

１４時２０分頃、作業道脇に伐倒してある支障木に挟まれ、弓なりとなっているサワグルミ支障木：元

口径１２㎝長１０ｍ）の状態を確認するため、近づいたところ、何らかの原因で元口から２ｍ付近（径

１０㎝）で突然折れ、梢端側が被災者の前額部（ひたい）に跳ね返り受災した。

同僚は約９ｍ離れた箇所でグラップルによる枝条片付けをしていたところ、倒れる被災者をキャビン

内で目撃したため、作業を中止し被災者の元に駆けより、ケガの状況を確認した後、携帯電話の通じる

箇所まで移動し、森林組合事務所へ一報を入れ救急車の要請をした。

なお、同僚は被災者が意識はあり出血はないものの、頭を打っている可能性があると判断し、被災場

所で安静にして救急隊の到着を待った。

１４時５０分頃、現地に到着した救急隊により、佐久医療センターへ搬送した。

１５時３０分頃、佐久医療センターに到着し、医師の治療を受けた。

10 その他特記すべき事項 チェンソー特別教育（平成２６年４月１８日 受講済）

・ 弓なりとなっていたサワグルミ支障木は一部腐れが入っていた。

・ フェイスガードをしていたが、受災時はサワグルミの確認のためオープンにしていた。

・ 医師の最終診断は、今後の経過観察における検査後となる見込みである。
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災害発生状況写真（推定） 

受災箇所 

直径約１０ｃｍ 

被災者に当たったサワグルミ支障木（梢端側） 

被災者に当たったサワグルミの元口から２ｍ付近 

元口から２ｍ付近の拡大写真 


